
心理学科

　心理学の知識と技能を身につけ、人と社会を取り巻く現実の諸問題に心理学を活かしてアプローチで
きる、次のような人材を育成する。

１．発達過程における心理的変化や多様な個人の心理的特徴への理解を踏まえて、さまざまな立場や年
齢の人と円滑なコミュニケーションがとれる。

２．人の認識と行動についての知識と心理学的実験や調査のスキルを用いて、製品やシステムのデザイ
ンに有効な情報を提供できる。

３．社会調査のスキルを用いて、消費者ニーズを統計的に把握し、新商品の企画や合理的な販売戦略に
ついての情報を提供できる。

４．対人上・組織上の課題に対して、心理テストや心理トレーニングなどの技法を用いた有効な解決法
を提案・実行し、社員教育などに貢献できる。

５．心理支援の必要な人や組織に対して、心理的アセスメントや支援法の知識と技能を活かした援助を
行うことができる。

心理学はさまざまな分野からなり、卒業生の職業も多方面にわたる。本学の心理学科には、臨床心理学・

社会心理学・発達心理学・認知心理学の 4つの分野の授業があり、各自の就業イメージに合わせて、関

連する分野の授業を組み合わせて履修することが推奨される。その具体例として、「心理支援基礎」プロ

グラム、「生涯発達とコミュニティ」プログラム、「消費行動と心理調査」プログラムという3つのキャ

リア準備履修プログラムを用意している。

赤字：心理学科で取得可能な資格
青字：心理学科での学びと関連する職業

心理臨床
カウンセラー

臨 床
心理学分野

対人援助職
（児童福祉・高齢者介護関連）

発 達
心理学分野

社 会
心理学分野

認 知
心理学分野

産業
カウンセラー

キャリア
コンサルタント

スクール
カウンセラー

マスコミ
人事・研修

心理系公務員 消費者
マーケティング

研究職
商品企画

広告デザインシステム
開発

製品開発

教材開発こども関連
（おもちゃ・教育・こども服等）

臨床心理士受験資格
（大学院修了後） 公認心理師受験資格

（大学院修了後あるいは
2年以上の実務経験後）

心理調査士
教育職員免許状
高校教員（公民）

社会調査士

社会福祉主事
（任用資格） 認定心理士

准学校心理士

児童指導員
（任用資格）



心理学科

以下の３プログラムを設け、低学年時からキャリア目標を意識し、自身に合ったキャリアプランの形成と

キャリアの実現に向けて努力する態度を醸成する。所定の科目を修得することにより、各プログラムが
目標とするキャリアへの準備ができたことを証明する修了証を授与する。
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